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は　じ　め　に

　筆者の１人（岩田）はこれまで，白峰村大道谷地区（岩田, 1987）,同村桑島地区（岩田, 1988）,

同村南部地区（岩田, 1989）の居住分布について報告してきた。その結果，地域によって季節出作り

が卓越する場合（桑島地区）と，永久出作りが主流を占める場合（大道分地区と南部地区）があるこ

とが分かった。ここでは, 白峰村に残っている未調査地域の一つ，明谷地域の居住分布について報告

する。

　明谷地域の出作りについては，すでに橘（1984）が詳細な成果を挙げており，今回はその補完的な

調査に過ぎない。なお調査に際しては，山口静子・加藤文吉の各氏に，出作りに関する貴重な御教示

を得た。この場を借りて御礼申し上げる次第である。

明谷地域の出作り分布

　明谷で確認できた出作りは全部で27戸あった。これは明治以後の居住者のうち確認しうるすべての

戸数であった。昭和９年の大水害の頃には12戸，昭和30年頃には９戸，三八豪雪(昭和38年)の頃

には５戸に減少し，昨年まで来ていたイチベ(15)を最後に，住居を構えての居住者はいなくなった。

　居住形態は圧倒的に永住型が多く，確認された27戸中20戸が永住形態，2戸が季節出作りであっ

た。その他に，トラノスケ(３)・イワサブロ(10)・ヒコヨモ(11)・イチペ(15)・ヘイシロウコサ

　(19)の５戸は，当初永住であったが後に季節出作りに変った。このことから見ても，明谷がほかの

白峰南部地域（大道谷・河内谷各地域）と同じく一年を通して山地に居住する永久出作り主体であっ

たことがわかる。明谷に関して言えば，2戸の季節出作りはともに請作であり，他所から夏期のみ明

谷に来て出作りをする場合は，土地を借りざるをえなかったと考えられる。また，永住者請作の場合，

土地所有者はすぐ近くで永久出作りをしている（15－16, 17－18）ケ－スが見られ，自分も永久出作

りをしながら，その山林原野の一部を貸していたことがわかる。

　転出先については，河内谷や大道谷と比べて特に注目すべき点はない。地域でいえば白峰村内，鶴

来・金沢方面，県外に分けられる。白峰村内の他の出作り地域と同じく，福井県（勝山）への転出者

が見られたのは，地理的・歴史的な理由によると考えられる。
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Summary

In thisstudy, authors researched the distributionof dezukuri in Myoudani. Most of dezukuri

-types are classifiedinto the eikyuu-dezukuri (parmanent dwelling) in Myoudani. In conclusion,

the eikyuu-dezukuri locates in the southern part of Shiramine-mura (Ohmichidani, Kouchidani

and Myoudani area), and the kisetsu-dezukuri (seasonal dwelling) locates in Kuwajima and

Shimotawara area, the northern part of Shiramine-mura, mainly.
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　明谷は，牛首川（手取川の上流部）の一支流である。この谷は，古くから白峰本村の水源となって

いて，現在も本村への除雪・防災・生活用の水源として機能している。明谷から村内まで飲料水を供

給するための用水を開削した記念碑として，元和三年（1617）建立の年号岩が，牛首川との合流点近

くに残っている（写真）。これからもわかるように，人口密集地の白峰本村にとって，明谷は非常に重

要な役割を果たしてきた。そして，水源地であるが故の制約や苦労もあった。例えば明谷地内で死者

が出た場合，明谷内で埋葬することはできず，冬期は運搬などで苦労したそうである。

　平成２年まで出作りに来ていたイチベ（15）が来なくなってからほ，長い居住の伝統を持つ明谷に

は実質的な意味での住人はいなくなった。いつの日か，形は違っても何らかの形態で『山』に人が戻っ

てくることを願う次第である。
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